
第2709号（ ）昭和43年5月29日
第三種郵便物認可け ん せ つ 北 部2023年5月9日（火）（1）

発 行 所
東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

東京都豊島区西池袋5-22-15
板橋（3963）5325
練馬（3825）5522
豊島（3986）2471
北 （3902）7121

発行人 代表者 川合 正人
発行日1日、9日、17日、25日

第
94
回
中
央
メ
ー
デ
ー
が

5
月
1
日
、
代
々
木
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
の
人
数
制
限
を
な

く
し
た
大
規
模
開
催
は
4
年

ぶ
り
で
、
練
馬
支
部
か
ら
92

人
、
全
体
で
1
万
5
千
人
の

働
く
仲
間
が
参
加
し
ま
し

た
。中

央
メ
ー
デ
ー
代
表
委
員

の
小
畑
雅
子
さ
ん
（
全
労
連

議
長
）が
主
催
者
あ
い
さ
つ
。

「
3
年
余
り
の
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
で
、
新
自
由
主
義
経
済

政
策
の
矛
盾
が
あ
ら
わ
に
な

っ
た
」
と
の
べ
、
「
正
規
と

非
正
規
雇
用
、
男
性
と
女
性

の
賃
金
格
差
が
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
る
」と
指
摘
、「
掲

げ
た
要
求
に
確
信
を
も
ち
、

労
働
組
合
へ
の
結
集
を
高
め

運
動
を
す
す
め
よ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
「
戦
争

か
平
和
か
の
重
大
な
岐
路
に

立
つ
今
、
大
軍
拡
・
大
増
税
、

改
憲
で
は
な
く
憲
法
を
生
か

し
、
平
和
な
日
本
を
つ
く
る

た
め
に
、
幅
広
い
労
働
者
・

国
民
の
共
闘
を
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

全
日
本
国
立
医
療
労
働
組

合
の
前
園
む
つ
み
委
員
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い

る
の
に
賃
金
は
上
が
ら
ず
ス

ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
た
。
使

命
感
だ
け
で
は
働
き
続
け
ら

れ
な
い
」
と
訴
え
。
回
転
ず

し
チ
ェ
ー
ン
「
ス
シ
ロ
ー
」

の
ス
ト
に
参
加
し
た
ア
ル
バ

イ
ト
の
男
子
大
学
生
は
、
パ

ー
ト
の
主
婦
が
仲
間
に
加
わ

る
な
ど
賃
上
げ
要
求
の
輪
が

広
が
っ
て
い
る
と
報
告
し
ま

し
た
。

今
回
の
メ
ー
デ
ー
で
は
、

東
京
土
建
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
カ
ー
も
復
活
。
集
会
後
、

都
内
3
コ
ー
ス
を
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
各

支
部
が
作
成
し
た
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
並
び
ま
し
た
。
練

馬
支
部
も
青
年
部
員
が
中
心

と
な
り
、
今
年
の
モ
チ
ー
フ

「
登
龍
門
」
を
見
事
完
成
さ

せ
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結

果
で
青
年
部
特
別
賞
と
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

青
年
部
長
に
な
っ
た
の

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
が
始
ま
っ
た
直
後
の
2
0

2
0
年
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

3
年
、
メ
ー
デ
ー
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
制
作
し
て
実
際
に

行
進
し
た
の
は
、
今
回
が
初

め
て
で
し
た
。
3
月
か
ら
合

計
20
日
間
あ
ま
り
に
わ
た
っ

て
、
先
輩
方
の
援
助
も
い
た

だ
き
な
が
ら
み
ん
な
で
が
ん

ば
っ
て
、
青
年
部
特
別
賞
と

優
秀
賞
ま
で
も
ら
え
た
こ
と

は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。今

回
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
一
昨
年
に
作
成
し
た
も

の
の
日
の
目
を
み
な
か
っ
た

「
龍
」
を
補
強
・
修
繕
し
、

新
た
に
鳥
居
の
門
を
つ
く
っ

て
組
み
合
わ
せ
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
「
登
龍
門
」
を
イ
メ

ー
ジ
し
、
「
コ
ロ
ナ
や
物
価

高
騰
、
働
き
方
や
生
活
の
困

窮
等
の
苦
難
を
仲
間
の
力
で

乗
り
越
え
て
い
こ
う
」
と
の

想
い
を
込
め
て
つ
く
り
ま
し

た
。青

年
部
は
5
人
の
部
員
で

制
作
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

今
回
、
北
練
馬
分
会
の
青
年

部
員
が
初
め
て
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。
大
工
さ
ん
な
の

で
、
鳥
居
の
�
ほ
ぞ
つ
ぎ
�

な
ど
で
大
活
躍
し
て
く
れ
ま

し
た
。

来
年
は
、
私
自
身
、
年
齢

的
に
最
後
の
青
年
部
と
な
り

ま
す
。
今
年
の
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
他
支
部
の
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
も
参
考
に
し
て
、

来
年
は
行
進
す
る
組
合
の
仲

間
と
さ
ら
に
一
体
と
な
れ
る

よ
う
な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

つ
く
り
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

な
ど
に
と
り
く
み
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
青
年
組

合
員
が
結
集
し
、
活
動
す
る

青
年
部
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

春
の
拡
大
月
間
は
、

5
月
10
日
現
在
、
1
0

6
人
の
新
た
な
仲
間
を

迎
え
て
い
ま
す
。
事
業

所
の
新
規
入
職
だ
け
で

な
く
、
分
会
内
事
業
所

か
ら
の
外
注
さ
ん
の
紹

介
や
、
分
会
の
仲
間
か

ら
同
じ
現
場
で
働
く
未

加
入
者
の
紹
介
な
ど
も

増
え
は
じ
め
て
い
ま

す
。目

標
達
成
ま
で
あ
と

1
2
2
人
で
す
。
仲
間

の
み
な
さ
ん
の
力
を
お

貸
し
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
機
関

か
ら
マ
イ
ナ

保
険
証
反
対

の
声
が
高
ま

っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険

証
の
シ
ス
テ

ム
導
入
の
医
療
機
関
へ
の
義

務
付
け
は
違
法
だ
と
都
内
の

医
師
ら
が
国
を
訴
え
た
。
原

告
は
1
0
7
5
人
に
の
ぼ
る

と
い
う
▼
マ
イ
ナ
保
険
証
は

保
険
者
（
土
建
国
保
）
に
と

っ
て
も
重
大
な
問
題
だ
。
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
に
は
保
険
者
名

が
記
載
さ
れ
な
い
。
組
合
員

の
土
建
国
保
へ
の
帰
属
意
識

が
失
わ
れ
か
ね
な
い
。
マ
イ

ナ
保
険
証
を
つ
く
っ
た
後
、

住
所
変
更
を
役
所
に
届
け
出

て
も
、
保
険
証
情
報
は
自
動

的
に
切
り
替
わ
る
こ
と
は
な

い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
を

変
更
す
れ
ば
保
険
証
情
報
も

変
更
さ
れ
る
と
誤
解
さ
れ
る

と
、
組
合
員
と
連
絡
等
が
取

れ
ず
、
正
確
な
被
保
険
者
管

理
が
で
き
な
く
な
る
事
態
も

危
惧
さ
れ
る
。
紙
の
資
格
確

認
証
に
し
て
も
、
ど
の
組
合

員
に
資
格
確
認
書
を
発
行
し

た
の
か
、
有
効
期
限
は
い
つ

ま
で
か
個
別
に
管
理
す
る
の

は
あ
ま
り
に
負
担
が
大
き
い

▼
マ
イ
ナ
保
険
証
の
導
入
に

付
随
し
て
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
世
帯
へ
の
「
短
期
被

保
険
者
証
」は
廃
止
さ
れ
る
。

全
国
で
48
万
世
帯
が
実
質
無

保
険
と
な
り
、
国
民
皆
保
険

制
度
を
根
底
か
ら
覆
す
。
マ

イ
ナ
保
険
証
に
い
い
こ
と
は

な
い
。
反
対
の
声
を
急
い
で

ひ
ろ
げ
よ
う
。
（
文
）

力強い竜と鳥居が注目を集めた「登龍門」

東
京
土
建
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
も
復
活

春
の
拡
大
月
間

い
よ
い
よ
後
半
戦
・
最
終
盤
へ

第94回中央メーデーに15，000人第94回中央メーデーに15，000人
賃金・暮らしの向上と大軍拡反対を訴える賃金・暮らしの向上と大軍拡反対を訴える

来
年
の
メ
ー
デ
ー
に
向
け

多
く
の
職
種
が
結
集
す
る

青
年
部
を
め
ざ
す

練
馬
支
部
は
青
年
部
特
別
賞
と
優
秀
賞
に
輝
く

練
馬
支
部
は
青
年
部
特
別
賞
と
優
秀
賞
に
輝
く

赤
松
雄
太
・
支
部
青
年
部
長

（
28
歳
・
左
官
・
練
馬
分
会
）

練馬支部の仲間も元気に�団結ガンバロー�

デコレーションカーを先頭に外苑前までデモ行進

メーデー当日、通信社の取材
を受ける赤松さん（写真右）
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解解

説説

消
費
税
の
課
税
方
式
は
、

一
般
（
本
則
）
課
税
、
簡
易

課
税
、
免
税
の
3
種
類
が
あ

り
ま
す
。
自
分
（
自
社
）
が

イ
ン
ボ
イ
ス
に
登
録
す
る
必

要
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
請

求
先
（
上
位
業
者
）
に
消
費

税
の
一
般
課
税
業
者
が
含
ま

れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
一
般
課

税
業
者
は
、
自
分
の
売
上
に

か
か
る
消
費
税
か
ら
下
請
け

に
支
払
っ
た
消
費
税
を
控
除

す
る
（
差
し
引
く
）
に
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス（
適
格
請
求
書
）

が
必
要
に
な
る
か
ら
で
す

（
注
：
実
際
の
請
求
書
で
の

消
費
税
計
算
で
は
な
く
「
み

な
し
税
率
」
で
控
除
さ
れ
る

簡
易
課
税
、
免
税
業
者
、
一

般
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
と
の

取
引
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
は
不

要
で
す
）
。

た
だ
し
、
請
求
先
が
消
費

税
の
一
般
課
税
業
者
で
あ
っ

て
も
、
絶
対
に
イ
ン
ボ
イ
ス

が
必
要
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

建
設
業
界
の
人
手
不
足
の
な

か
、
下
請
に
支
払
っ
た
消
費

税
分
を
控
除
で
き
な
く
て

も
、
消
費
税
の
負
担
を
下
請

け
に
さ
せ
な
い
こ
と
で
、
下

請
と
の
関
係
を
良
好
に
維
持

し
た
い
と
考
え
る
上
位
業
者

も
実
際
に
あ
る
か
ら
で
す
。

一
般
課
税
の
請
求
先
（
上

位
業
者
）
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

に
登
録
し
て
ほ
し
い
と
の
打

診
・
要
請
が
あ
る
か
ど
う
か

が
、
自
分
（
自
社
）
の
登
録

の
要
否
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。

憲
法
施
行
76
周
年
を
迎
え

た
5
月
3
日
の
憲
法
記
念

日
、
午
後
に
有
明
防
災
公
園

で
開
催
さ
れ
る
「
憲
法
大
集

会
」
に
呼
応
し
、
午
前
中
、

平
成
つ
つ
じ
公
園
で
「
戦
争

法
Ｎ
Ｏ
！
ね

り
ま
集
会
実

行
員
会
」
に

よ
る
集
会
＆

パ
レ
ー
ド
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
平
和
団
体
や
女
性
団
体

な
ど
幅
広
い
市
民
団
体
や
政

党
、
労
働
組
合
に
加
え
多
く

の
グ
ル
ー
プ
・
個
人
参
加
の

方
々
が
結
集
し
、
実
行
委
員

会
予
想
を
大
き
く
超
え
る
2

5
0
人
（
練
馬
支
部
60
人
）

が
練
馬
駅
周
辺
を
パ
レ
ー

ド
。
「
い
か
そ
う
憲
法

ま

も
ろ
う
暮
ら
し
！
」
と
区
民

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
労
働
団
体
の

代
表
ほ
か
若
者
・
市
民
代
表

と
し
て
徳
田
悠
希
さ
ん
（
Ｋ

Ｎ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ

Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
）
・
山
岸
一
生
衆

議
院
議
員
が
ス
ピ
ー
チ
、「
大

軍
拡
・
大
増
税
に
よ
る
戦
争

準
備
を
許
さ
な
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
進
攻
や
中
国
・
北
朝
鮮

の
脅
威
に
煽
ら
れ
て
政
府
に

よ
り
軍
備
増
強
も
や
む
を
え

な
い
と
の
世
論
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
る
な
か
、
練
馬
の
地

域
で
毎
年
こ
れ
だ
け
多
く
の

方
々
と
憲
法
守
ろ
う
の
声
を

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
と
て
も

勇
気
づ
け
ら
れ
る
」
と
の
感

想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
集
会
で
は
カ
ン
パ
も
4

3
、
3
7
1
円
も
集
ま
る
な

ど
区
民
の
平
和
を
願
う
意
識

の
高
さ
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
土
建
は
、
今
年
10
月
導
入
予
定
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
反
対
し
て
い
ま
す
。
練
馬
支
部
も
こ

の
立
場
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
「
上
位
会
社
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
を
求
め
ら
れ
て
い
る
」（
下

請
・
外
注
の
免
税
業
者
）
、
「
下
請
・
外
注
さ
ん

に
イ
ン
ボ
イ
ス
へ
の
登
録
を
求
め
ざ
る
を
得
な

い
」
（
消
費
税
一
般
課
税
の
事
業
所
）
と
い
っ
た

不
安
の
声
に
応
え
る
た
め
に
、
「
下
請
・
外
注
の

免
税
業
者
向
け
」
「
下
請
・
外
注
を
か
か
え
る
事

業
所
向
け
」
の
学
習
説
明
会
を
連
続
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
3
月
、
4
月
は
昼
夜
2
部
構
成
で
4

日
間
開
催
、合
計
1
5
6
人
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。

学
習
会
で
寄
せ
ら
れ
た
仲
間
の
�
リ
ア
ル
・
ボ
イ

ス
�
を
紹
介
し
ま
す
。

請
求
先
（
上
位
業
者
）
が

年
間
の
売
上
5
、
0
0
0
万

円
以
上
で
あ
れ
ば
、
間
違
い

な
く
一
般
（
本
則
）
課
税
業

者
で
す
。
こ
の
場
合
、
免
税

業
者
の
一
人
親
方
・
下
請
事

業
所
は
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を

求
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

イ
ン
ボ
イ
ス
に
登
録
す
る

と
、
自
動
的
に
消
費
税
の
免

税
業
者
か
ら
課
税
業
者
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
場

合
、
そ
の
業
者
と
の
取
引
を

あ
き
ら
め
て
免
税
を
維
持
す

る
か
、
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を

し
て
消
費
税
の
新
た
な
負
担

を
受
け
入
れ
る
か
の
二
者
択

一
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
に
登
録
す
る

場
合
、
消
費
税
の
簡
易
課
税

4
種
（
手
間
請
け
）
を
選
択

す
る
と
、
売
上
の
約
3
・
63

％
が
新
た
な
消
費
税
の
負
担

額
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

と
り
あ
え
ず
最
低
で
も
3
・

63
％
以
上
の
単
価
増
が
実
現

で
き
れ
ば
消
費
税
負
担
分
を

補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
す

る
な
ら
取
引
先
と
の
単
価
交

渉
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
取
引
先
は
単
価
増

額
分
の
負
担
増
に
な
り
ま
す

が
、
人
材
の
確
保
が
で
き
、

イ
ン
ボ
イ
ス
が
も
ら
え
る

分
、
自
分
の
消
費
税
の
負
担

軽
減
に
な
る
の
で
、
そ
の
見

合
い
の
判
断
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
も
念
頭
に
置

い
て
交
渉
し
ま
し
ょ
う
。
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
は
10
月
か
ら

で
す
。
交
渉
の
時
間
は
十
分

あ
り
ま
す
。

仕
入
先
（
下
請
・
外
注
）

か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
を
も
ら
う

べ
き
か
は
自
分
次
第
。
つ
ま

り
自
分
（
自
社
）
が
消
費
税

の
一
般
（
本
則
）
課
税
業
者

で
あ
れ
ば
、
消
費
税
の
仕
入

れ
税
額
控
除
の
た
め
に
、
免

税
業
者
の
仕
入
先
（
下
請
・

外
注
）
に
イ
ン
ボ
イ
ス
に
登

録
し
て
も
ら
う
必
要
が
で
て

き
ま
す
。

こ
の
場
合
に
、
下
請
に
ど

う
話
を
す
る
か
で
す
が
、
一

方
的
に
「
登
録
し
な
け
れ
ば

取
引
し
な
い
」
な
ど
と
強
硬

に
話
を
す
る
と
、
独
禁
法
、

下
請
法
に
ふ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
互
い
の
状
況
を

理
解
し
合
い
な
が
ら
、
双
方

に
と
っ
て
よ
い
解
決
方
法
を

探
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

組
合
が
す
す
め
て
い
る
の

は
、
双
方
に
も
っ
と
も
損
失

が
少
な
い
と
こ
ろ
で
折
り
合

う
方
法
で
す
。
た
と
え
ば
、

一
人
親
方
の
と
こ
ろ
で
も
書

い
た
と
お
り
、
単
価
を
と
り

あ
え
ず
最
低
で
も
3
・
63
％

上
げ
れ
ば
下
請
け
の
新
た
な

消
費
税
負
担
は
避
け
ら
れ
、

下
請
け
と
の
信
頼
関
係
を
損

な
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
請
・
外
注
に
と
っ
て
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
作
成
の
事
務
作

業
・
確
定
申
告
の
負
担
が
増

え
ま
す
が
、
下
請
・
外
注
が

土
建
に
加
入
す
れ
ば
事
務
作

業
の
す
す
め
方
の
相
談
や
消

費
税
の
確
定
申
告
も
楽
に
行

な
え
ま
す
。

ま
た
、
自
社
に
単
価
を
上

げ
る
余
裕
が
な
け
れ
ば
、
値

引
き
を
下
請
け
に
お
願
い
せ

ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
す

が
、
そ
の
場
合
、
10
％
全
部

の
値
引
き
で
は
な
く
、
2
0

2
6
年
9
月
ま
で
は
経
過
措

置
・
8
割
控
除
可
の
た
め「
消

費
税
2
％
分
値
引
き
（
下
請

け
か
ら
は
1
0
8
％
請

求
）
」
、
2
0
2
9
年
9
月

ま
で
は
経
過
措
置
・
5
割
控

除
可
の
た
め
「
消
費
税
5
％

分
値
引
き
（
下
請
け
か
ら
は

1
0
5
％
請
求
）
」
を
求
め

れ
ば
足
り
ま
す
。こ
の
場
合
、

下
請
・
外
注
に
は
不
利
な
要

素
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
下
請
・
外
注
が
離
れ
て

し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
自
社
の
上
位
企
業
（
元

請
）
が
い
る
場
合
に
は
、
元

請
と
の
単
価
交
渉
も
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

組
合
で
は
、
下
請
・
外
注

さ
ん
へ
の
説
明
会
等
も
随
時

行
な
い
ま
す
の
で
、
組
合
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

5
月
3
日
午
後
、
有
明
防

災
公
園
で
開
か
れ
た
「
あ
ら

た
な
戦
前
に
さ
せ
な
い
！
守

ろ
う
平
和
と
い
の
ち
と
く
ら

し

２
０
２
３

憲
法
大
集

会
」
に
は
2
万
5
千
人
（
東

京
土
建
3
0
4
人
・
練
馬
支

部
6
人
）
が
結
集
。
岸
田
政

権
が
専
守
防
衛
を
放
棄
し
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
な
ど

戦
争
の
準
備
を
す
す

め
、
任
期
中
の
改
憲

を
め
ざ
す
な
か
、「
軍

拡
こ
そ
日
本
の
平
和

を
脅
か
す
危
険
性
を

高
め
る
。
今
こ
そ
憲

法
が
掲
げ
る
平
和
主

義
、
9
条
の
精
神
を

い
か
そ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。
集
会
後
、

お
台
場
と
豊
洲
の
2

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

「
あ
ら
た
な
戦
前
に

さ
せ
な
い
。
改
憲
阻

止
世
論
の
輪
を
広
げ
よ
う
」

と
都
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
札
幌
・
宮

城
・
愛
知
・
京
都
・
大
阪
・

福
岡
な
ど
全
国
各
地
で
も

「
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」
憲
法
集
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

消
費
税
一
般
課
税
事
業
者

Ａ
社
（
電
気
工
事
業
）

「
下
請
け
に
イ
ン
ボ
イ

ス
を
説
明
し
、
理
解
し
て

登
録
し
て
も
ら
え
る
か
不

安
。
も
し
登
録
し
て
も
ら

え
な
け
れ
ば
、
自
分
の
負

担
が
増
え
る
の
で
、
親
会

社
に
負
担
を
負
っ
て
も
ら

え
な
い
か
と
交
渉
す
べ
き

か
悩
み
ま
す
」

Ｂ
社
（
型
枠
工
事
業
）

「
10
％
で
は
な
く
、
最

低
約
4
％
の
単
価
の
上
乗

せ
で
と
り
あ
え
ず
下
請
け

の
負
担
が
ま
か
な
え
る
と

い
う
点
が
わ
か
っ
た
の
は

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
消
費
税
の
確
定
申
告

の
負
担
も
あ
る
の
で
、
組

合
費
分
も
単
価
に
上
乗
せ

し
て
、
外
注
さ
ん
に
土
建

に
加
入
し
て
も
ら
う
こ
と

も
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
」

一
人
親
方
編

「
親
会
社
か
ら
加
入
意

志
の
確
認
を
さ
れ
、
ど
う

返
事
を
し
た
ら
良
い
か
わ

か
ら
ず
に
い
た
。
学
習
会

に
参
加
し
て
、
親
会
社
と

話
し
合
い
を
し
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
」

練
馬
支
部
の
仲
間
も
「
改
憲
・
大
軍

拡
Ｎ
ｏ
！
」
の
声
を
上
げ
ま
し
た

消
費
税
は
、
商
品
の
販
売

や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
の

取
引
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る

税
金
で
、
「
事
業
者
が
納
税

義
務
者
」で
す
。
利
益
ゼ
ロ
、

赤
字
で
も
事
業
者
が
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
消
費

税
で
す
。

政
府
や
マ
ス
コ
ミ
は
、
消

費
税
は
消
費
者
か
ら
の
「
預

り
金
」
だ
と
し
て
、
消
費
税

免
税
業
者
が
「
預
か
り
金
」

を
払
わ
な
く
て
い
い
の
は
税

の
公
平
性
に
反
す
る
か
の
よ

う
な
言
い
方
を
し
て
、
イ
ン

ボ
イ
ス
導
入
の
論
拠
と
し
て

い
ま
し
た
（
益
税
論
）
。
し

か
し
、
1
9
9
0
年
の
東
京

・
大
阪
地
裁
の
判
決
は
「
消

費
者
が
事
業
者
に
支
払
う
消

費
税
分
は
商
品
や
役
務
の
一

部
」
で
あ
っ
て
「
消
費
税
は

預
か
り
金
で
は
な
い
」と
し
、

今
年
2
月
10
日
の
衆
議
院
内

閣
委
員
会
で
も
、
金
子
財
務

政
務
官
は
消
費
税
は
預
か
り

税
で
は
な
い
と
の
べ
ま
し

た
。消

費
税
は
、
利
益
が
ゼ
ロ

で
も
取
引
に
課
税
す
る
税
金

な
の
で
、
売
上
1
、
0
0
0

万
円
以
下
の
小
規
模
・
零
細

事
業
者
に
つ
い
て
は
消
費
税

納
税
を
免
除
し
た
の
が
現
在

の
「
免
税
点
制
度
」
で
す
。

所
得
税
の
「
基
礎
控
除
」
と

同
様
、
不
合
理
な
制
度
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
受

け
取
っ
た
消
費
税
分
は
売
上

の
一
部
と
し
て
所
得
税
の
課

税
対
象
に
な
り
ま
す
。
「
益

税
」論
は
破
綻
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
消

費
税
の
負
担
を
事
業
者
同
士

（
親
会
社
と
下
請
）
で
押
し

付
け
合
わ
せ
る
制
度
で
す
。

そ
の
結
果
、
事
業
者
が
負
担

を
負
い
き
れ
ず
に
価
格
へ
の

転
嫁
が
起
こ
る
こ
と
で
、
消

費
者
に
と
っ
て
も「
値
上
げ
」

と
な
り
、
そ
の
結
果
支
払
う

消
費
税
が
増
え
て
い
き
ま

す
。
国
民
か
ら
の
消
費
税
の

税
収
増
（
増
税
）
を
狙
う
の

が
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
態

で
す
。

そ
う
し
た
一
方
で
、
イ
ン

ボ
イ
ス
導
入
に
よ
る
大
手
電

力
会
社
の
損
失
穴
埋
め
に
年

間
5
8
0
億
円
も
の
税
金
が

使
わ
れ
ま
す
。
加
え
て
、
政

府
は
軍
備
拡
張
の
た
め
の
増

税
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
消
費
税
の
税
率
引
き

上
げ
も
視
野
に
入
っ
て
き
ま

す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
今

後
の
消
費
税
増
税
に
向
け
た

複
数
軽
減
税
率
制
度
の
整
備

と
い
う
狙
い
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
輸
出
大
企
業
に
対

す
る
「
輸
出
還
付
金
制
度
」

（
輸
出
売
上
は
消
費
税
非
課

税
で
、
し
か
も
仕
入
れ
に
か

か
る
消
費
税
額
は
仕
入
税
額

控
除
で
還
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
）
で
2
0
2
2
年

3
月
に
は
6
兆
6
千
億
円
が

輸
出
大
企
業
に
還
付
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
年
の

全
消
費
税
収
予
算
の
1
／
4

に
相
当
す
る
金
額
で
す
。

学
習
会
で
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
反
対
す
る
署
名
も

多
数
集
ま
り
ま
し
た
。
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
反
対
の
声
を
さ

ら
に
大
き
く
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

4
月
23
日
の
区
議
会
議
員

選
挙
を
目
前
に
控
え
た
4
月

11
日
、
第
24
回
世
直
し
だ
い

こ
ん
行
進
が
行
な
わ
れ
、
1

7
0
人
（
練
馬
支
部
1
0
0

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
も
平
日
の
夜
間
の
開

催
と
な
り
ま
し
た

が
、
パ
レ
ー
ド
で

は
要
求
旗
や
プ
ラ

カ
ー
ド
、
光
り
物

な
ど
を
掲
げ
て
区

民
に
積
極
的
な
投

票
を
呼
び
掛
け
る

と
と
も
に
、
切
実

な
区
民
要
求
の
実

現
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
後
に
お
こ
な
っ

た
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
で
の
集

結
集
会
で
は
、
7
団
体
（
練

馬
民
商
、
社
保
協
、
ね
り
ま

九
条
の
会
、
練
馬
区
立
美
術

館
を
考
え
る
会
、
都
教
組
、

公
保
連
、
練
馬
あ
っ
た
か
フ

ー
ド
バ
ン
ク
）
が
発
言
。
練

馬
民
商
の
井
賀
会
長
は
、
重

税
反
対
ね
り
ま
実
行
委
員
会

が
区
議
会
議
員
に
お
こ
な
っ

た
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
対

す
る
意
識
調
査
」
結
果
を
発

表
し（
本
紙
3
月
号
既
報
）、

こ
れ
を
踏
ま
え
た
選
挙
戦
へ

の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
練
馬
区
立
美
術
館
を

考
え
る
会
か
ら
は
、
総
工
費

80
億
円
を
超
え
る
新
美
術
館

全
面
改
築
に
つ
い
て
報
告
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
捨
て

て
4
5
0
億
円
を
溜
め
込
ん

だ
前
川
区
政
に
対
し
、
多
く

の
区
民
に
利
用
さ
れ
て
き
た

区
立
美
術
館
と
サ
ン
ラ
イ
フ

練
馬
の
取
り
壊
し
の
中
止
を

求
め
、
財
源
は
区
民
生
活
の

改
善
に
使
う
べ
き
だ
と
訴
え

ま
し
た
。

〈組合内事業所 むけ〉
6月13日（火）
【昼の部】午前10時～

【夜の部】午後7時30分～

〈免税事業者（外注・一人親方）むけ〉
6月21日（水）
【昼の部】午前10時～

【夜の部】午後7時30分～

質
問
編

消
費
税
分
を
請
求
し
な

け
れ
ば
、
消
費
税
を
預
か

ら
な
い
た
め
納
税
負
担
は

な
く
な
り
ま
す
か
？

〈
答
え
〉

消
費
税
は「
預
か
り
金
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

消
費
税
課
税
業
者
が
消
費

税
分
を
請
求
し
な
く
て

も
、
取
引
（
売
上
）
に
か

か
る
10
％
の
消
費
税
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

怒
り
編

「
イ
ン
ボ
イ
ス
は
免
税

事
業
者
が
消
費
税
を
払
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
問

題
で
、
免
税
事
業
者
だ
け

に
影
響
が
あ
る
と
思
っ
て

い
た
。
消
費
税
が
預
か
り

金
（
益
税
）
で
な
い
と
理

解
で
き
た
。
親
会
社
や
消

費
者
ま
で
影
響
が
あ
る
と

わ
か
り
、
制
度
に
反
対
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
」

【会場】練馬支部会館
【参加費】無料（組合未加入の方も無料）
【申 込】チラシ兼申込書に必要事項を記入後、

支部事務所へＦＡＸでご返信ください
※チラシがない場合は、

支部事務所03―3825―5522にお問合せください

免
税
業
者
・
一
人
親
方（
手
間
請
け
）の
相
談

免
税
業
者
・
一
人
親
方（
手
間
請
け
）の
相
談
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こ
ん
な
に
悩
む
の
は
、イ
ン
ボ
イ
ス
の
せ
い
!!

こ
ん
な
に
悩
む
の
は
、イ
ン
ボ
イ
ス
の
せ
い
!!

仲間の リアル・ボイス in 支部学習説明会仲間の�リアル・ボイス�in 支部学習説明会

請
求
先（
上
位
業
者
）か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
を
求
め
ら
れ
た
。ど
う
し
た
ら
い
い
？

消
費
税
の
カ
ラ
ク
リ
を

知
っ
て
反
対
し
よ
う

消
費
税
の
カ
ラ
ク
リ
を

知
っ
て
反
対
し
よ
う

解解

説説

ポ
イ
ン
ト
①

ポ
イ
ン
ト
①

消
費
税
は預

り
金
？

イ
ン
ボ
イ
ス
に
悩
む

仲
間
の「
リ
ア
ル
・
ボ
イ
ス
」そ
の
壱

イ
ン
ボ
イ
ス
に
悩
む

仲
間
の「
リ
ア
ル
・
ボ
イ
ス
」そ
の
壱

イ
ン
ボ
イ
ス
に
悩
む

仲
間
の「
リ
ア
ル
・
ボ
イ
ス
」そ
の
参

イ
ン
ボ
イ
ス
に
悩
む

仲
間
の「
リ
ア
ル
・
ボ
イ
ス
」そ
の
参

練馬支部会館での学習説明会

ポ
イ
ン
ト
②

ポ
イ
ン
ト
②

イ
ン
ボ
イ
ス
は
免

税
業
者
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
！

国
民
全
体
の
問
題

自
分（
自
社
）は
イ
ン
ボ
イ
ス
に

登
録
す
る
必
要
が
あ
る
の
？

一
般（
本
則
）課
税
の
事
業
所
か
ら
の
相
談

一
般（
本
則
）課
税
の
事
業
所
か
ら
の
相
談

自
分
の
登
録
が
必
要
か
ど
う
か
は
請
求
先
次
第

自
分
の
登
録
が
必
要
か
ど
う
か
は�
請
求
先
次
第
�

下
請
に
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
、

ど
う
話
し
た
ら
よ
い
か
？

解解

説説

解解

説説

イ
ン
ボ
イ
ス
に
悩
む

仲
間
の「
リ
ア
ル
・
ボ
イ
ス
」そ
の
四

イ
ン
ボ
イ
ス
に
悩
む

仲
間
の「
リ
ア
ル
・
ボ
イ
ス
」そ
の
四

インボイス学習説明会
６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

5月3日
憲法記念日

ねりま集会
＆

パレード

ねりま集会
＆

パレード

い
か
そ
う
憲
法

ま
も
ろ
う
暮
ら
し

切
実
な

区
民
要
求
の
実
現
へ

第
24
回
世
直
し
だ
い
こ
ん
行
進

2023憲法大集会に2万5千人2023憲法大集会に2万5千人

あらたな
戦前にさせない

練馬駅前をパレード

イ
ン
ボ
イ
ス
に
悩
む

仲
間
の「
リ
ア
ル
・
ボ
イ
ス
」そ
の
弐

イ
ン
ボ
イ
ス
に
悩
む

仲
間
の「
リ
ア
ル
・
ボ
イ
ス
」そ
の
弐
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今
回
の
群
三
役
学
習
会
で

は
、
組
合
の
綱
領
・
規
約
の

基
礎
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
群

会
議
の
現
状
を
共
有
し
、「
群

の
活
性
化
に
向
け
た
手
立
て

を
考
え
る
」
講
義
と
座
談
会

を
行
い
ま
し
た
。

綱
領
・
規
約
の
学
習
に
つ

い
て
は
、
は
じ
め
て
綱
領
・

規
約
を
見
た
と
い
う
仲
間
も

多
い
な
か
、
「
初
心
に
か
え

っ
た
勉
強
に
な
っ
た
」
（
学

園
）
な
ど
の
感
想
も
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

群
の
活
性
化
に
向
け
た
座

談
会
で
は
、
「
役
員
の
な
り

手
が
い
な
い
」
「
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
群
の
仲
間
の
読
み

合
わ
せ
が
減
少
し
て
し
ま
っ

た
」
な
ど
の
共
通
の
差
し
迫

っ
た
課
題
が
現
状
と
し
て
語

ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な

か
で
も
、
「
私
の
群
は
9
人

だ
が
、
7
人
く
ら
い
は
い
つ

も
出
席
し
て
、
若
い
職
人
さ

ん
た
ち
が
意
見

交
換
・
交
流
し

て
い
る
」
（
豊

玉
10
群
）、「
群

会
議
の
参
加
確
保
で
、
参
加

率
が
低
い
組
合
員
に
電
話
連

絡
。
保
険
証
交
付
会
の
前
日

に
は
全
員
に
電
話
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
連
絡
を
と
っ
て
い
る
」

（
新
大
泉
4
群
）
と
い
っ
た

状
況
・
と
り
く
み
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
9
群
は
群
役
員

を
み
ん
な
で
回
し
て
い
る
。

前
年
度
は
ア
ミ
ダ
ク
ジ
で
群

長
を
決
め
た
。
群
長
は
分
会

6
役
が
サ
ポ
ー
ト
。
新
し
い

方
は
年
1
回
だ
け
で
も
出
て

き
て
く
れ
れ
ば
い
い
。
役
員

に
な
っ
た
こ
と
を
通
じ
て
、

役
員
の
目
で
組
合
を
み
る
と

い
う
組
合
員
の
意
識
改
革
を

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」（
上

石
神
井
）
と
の
経
験
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
群
会
議
に
車

で
来
て
い
る
人
も
多
く
、
群

会
議
参
加
の
た
め
に
駐
車
場

の
確
保
が
必
要
と
の
問
題
提

起
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
群
三
役
学
習
会
の

持
ち
方
に
つ
い
て
、「『
群
三

役
』
学
習
会
と
い
う
と
、
群

三
役
だ
け
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

に
、
な
っ
て
し
ま
う
。
多
く

の
群
の
仲
間
に
参
加
し
て
も

ら
う
た
め
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
を

変
え
た
ら
ど
う
か
」
と
い
っ

た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
群
」
は
東
京
土
建
の
組
織
を
支
え
る
い
ち
ば
ん
大

事
な
基
礎
組
織
―
4
月
26
日
・
27
日
の
両
日
に
わ
た
り

「
群
三
役
学
習
会
2
0
2
3
」
を
開
催
し
、
群
会
議
の

活
性
化
に
向
け
た
経
験
・
課
題
を
交
流
し
ま
し
た
。
学

習
会
は
全
28
分
会
で
開
か
れ
、
合
計
2
2
9
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

関
町
分
会
で
は
、
今
年
の

分
会
総
会
で
「
役
員
療
養
の

た
め
新
た
な
役
員
が
引
き
継

い
だ
が
、
負
担
が
集
中
」
な

ど
群
の
現
状
が
報
告
さ
れ
、

群
の
体
制
の
再
確
立
を
今
年

の
分
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
し

っ
か
り
取
り
組
も
う
と
意
思

統
一
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
4
月
分
会
執
行

委
員
会
で
組
織
部
長
を
中
心

に
分
会
六
役
が
各
群
役
員
へ

の
聞
き
取
り（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

を
実
施
。「
4
月
昼
間
行
動
」

で
は
分
会
役
員
が
群
オ
ル
グ

と
し
て
所
属
事
業
所
を
訪
問

し
、
納
入
状
況
な
ど
に
つ
い

て
聞
き
取
り
。
そ
し
て
、
今

回
の
群
三
役
学
習
会
（
15
人

参
加
）
で
各
群
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
と
昼
間
行
動
の
対
話

内
容
を
全
体
で
共
有
す
る
と

と
も
に
、
改
め
て
群
の
報
告

を
受
け
て
状
況
や
課
題
を
整

理
。
「
6
群
は
大
き
く
分
け

て
2
グ
ル
ー
プ
と
も
昼
間
納

入
に
な
っ
て
い
る
」
、
「
8

群
は
複
数
の
事
業
所
、
個
人

が
所
属
。
一
部
は
夜
間
納
入

が
可
能
だ
が
、
大
半
は
昼
間

納
入
」
な
ど
の
状
況
を
共
有

し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
分
会
で
新

た
に
と
り
く
む
手
立
て
と
し

て
、
昼
間
の
群
会
議
の
検
討

（
誰
が
運
営
を
担
う
か
が
課

題
）
な
ど
の
案
を
討
議
。
分

会
と
し
て「
昼
間
の
群
会
議
」

の
実
現
に
向
け
討
議
を
継
続

し
た
上
で
、
当
該
「
群
」
の

各
組
合
員
と
の
対
話
を
す
す

め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。今

回
の
群
三
役
学
習
会
に

つ
い
て
、
分
会
長
は
「
昼
間

の
納
入
を
検
討
す
る
方
向
で

話
が
で
き
た
」
、
3
群
群
長

は
「
今
回
の
座
談
会
は
実
践

的
な
内
容
だ
っ
た
。
納
入
に

つ
い
て
の
対
応
に
つ
い
て
話

が
で
き
た
こ
と
が
一
つ
の
大

き
な
進
歩
だ
と
思
う
」
と
感

想
を
の
べ
て
い
ま
す
。

分
会
総
会
で
分
会
長
が
今

年
は
後
継
者
対
策
に
真
剣
に

と
り
く
む
と
分
会
の
方
向
性

を
示
し
た
こ
と
で
、
今
回
の

群
三
役
学
習
会
は
、
群
の
組

織
課
題
に
し
っ
か
り
と
分
会

全
体
で
向
き
合
い
、
自
分
た

ち
の
課
題
と
し
て
考
え
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

多くの方が避けて
は通れない“相続”
ですが、なかなか自
身でおこなうには難
しく、「どの専門家
に相談すれば良いか
分からない」「親族
間のトラブルが不
安」「気軽に相談し
たい」「何を備える
べきか」など、困っている、悩んでいる仲間にむ
けて組合で相談窓口を開設します。
【と き】毎月「第2金曜日（休日の場合は翌営

業日）」午後3～5時
＊6月の日程…6月9日（金）

【ところ】練馬支部会館で対面、ＺＯＯＭも可
【相談料】初回の30分無料（予約制）
【応対者】朴木（ほおのき）税理士（今後、登記

関係等について司法書士とも連携）
【内 容】生前贈与から相続税や遺産分割協議な

どの相続全般や事業継承まで相談・カ
ウンセリング

【問い合わせ・申込】支部税金経営対策部の担当
書記まで

こ
う
し
た
と
り
く
み
の
な

か
、
仲
間
に
分
会
の
と
り
く

み
を
伝
え
る
分
会
紙
「
あ
す

な
ろ
」4
月
号
が
発
行
さ
れ
、

3
年
ぶ
り
の
復
刊
を
果
た
し

ま
し
た
。
分
会
書
記
長
の
よ

び
か
け
で
、
総
会
で
分
会
紙

の
復
刊
を
提
案
し
、
4
月
の

前
六
役
会
議
で
編
集
を
行
い

ま
し
た
。

編
集
日
当
日
は
、
大
枠
の

レ
イ
ア
ウ
ト
を
提
案
し
、
六

役
み
ん
な
で
話
し
合
い
。「
拡

大
を
入
れ
た
方
が
い
い
ね
」

「
も
っ
と
目
立
つ
と
こ
ろ
に

配
置
し
よ
う
」
、
「
メ
ー
デ

ー
は
ど
う
す
る
？
」
「
今
回

は
注
意
事
項
を
目
立
た
せ
よ

う
」
、
「
こ
れ
は
私
が
参
加

し
た
か
ら
書
く
わ
」
「
こ
れ

は
僕
が
書
き
ま
す
」
と
、
み

ん
な
で
紙
面
づ
く
り
。
出
来

上
が
っ
た
紙
面
を
見
て
「
一

人
で
う
ま
く
作
る
の
も
い
い

け
ど
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

つ
く
る
の
も
い
い
ね
」、「
分

会
執
行
部
と
し
て
何
が
大
事

で
仲
間
に
伝
え
た
い
か
を
考

え
る
機
会
に
な
っ
た
」
と
の

感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

群三役学習会群三役学習会

支部会館で毎月定例開催します支部会館で毎月定例開催します
「相続」相談「相続」相談

群会議の現状と課題を交流

群
の
再
確
立
・
活
性
化
に
向
け
た

関町
分会

討
議
と
行
動
す
す
む

分会紙「あすなろ」も役員みんなでつくりました

群会議に参加してますか？群会議に参加してますか？

分
会
紙「
あ
す
な
ろ
」も
3
年
ぶ
り
に
復
刊

群
三
役
学
習
会
に
参
加
し
た
田
柄
分
会
の
仲
間
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